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8月 27日 (本)ボランテイアグループの「夢のチユーインガム」が冨多ミニデイで

ミニ公演を行いました。すばらしい踊りに見とれたり、ユーモアあふれる楽しいトーク

に大いに笑つたり、懐かしい曲に一緒に□ずさんだりと、唄あり踊りあり三味線ありの

見応えのあるひとときとなりました。
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策害ボランティア講座が開催されました

10月 4日 (日 )ぬ <も りの館にて、大刀

洗町ボランテイアセンター主催の「災害ボラ

ンテイア講座」が開催され、回覧板を見て参

力]した一般住民の方をはじめ、地域の役をし

ている人、ボランテイア団1/1、 ボランテイア

センターの賛助団体等幅広い立場から39C
の方が受講されました。

福岡県社会福祉協議会地域課の矢野岡」夫氏

を講師に迎え「災害ボランテイアセンターと

はどういう役害」・機能を担うか」について学

んだ後、運営訓練を実習しました。
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実習では、

①被災者からの支援二一スの聞き取り

②ボランテイア登録の受付

③支援二一スとボランテイアとのつなぎ合わせ (マ

ツチング)などを、いろいろな被災設定のもと、

それぞれの立場を交代で疑似体験しました。

参加者からは、

「昭和 28年の水害を思い出した」

「疑似1/1験は 1回□より2回目と回を重ねるたびにスムーズになった」

「少しでも知ってお<ことが人事」

「多<の人に何度でも経験してもらつたらいいと思う」

「実際被災したときのことを考え

ると今後は地域単位での実習もし

たらいいのでは」

「仕組みを知ることができた」

「いつおころかわからない災害に

そなえて地域の意識を高めて割1練

を重ねて、理解したい」

「災害時には孤立した世帯が出な

いよう地域が協力しなければなら

ないと思った。」

などの感想が出ていました。
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わかば大学でボランティア紹介

10月 2日 (本)中央公民館わかば大学にてボ
ランテイアちやあ

2が
活動紹介をしました。

「がたつてみらん?太刀洗町の子育て」を演題

に子育て支援センターでボランテイア活動をし

てぃるちゃぁ
2が
子ども達やママたちとの関わり

の中から感じる「最近の子育て事情」や「支援

できること」について話をしました。

ボランテイアちやお
2の
石橋さんは「今のお母

さんは地域のことや子育てのささいな不安など

身近に聞<人がいない」「子育て支援というのは
あずかしいことではな<、

‖
近所のあじちやん 。

おばちやん
Hで
あればいい」「何よりよその子ど

もさんの成長を見ながら元気をもらつている」

とちゃお |こ来る子どもたちやお母さんたちへの

日頃の思いを語られました。

聖ヨゼフ園で
「ナレーションサークル風」の

豊「折り鶴会」
聖ヨゼフ園でボランテイア

9月 15日 (火 )|こ折り鶴会が聖∃ゼフ園で

定薇」のボランテイアを行いました。

平成 19年 6月から、月に 1回第 3火躍日の

午後を定傾」の活動日としている折り鶴会のボラ

ンテイアです。

入所されている方と一緒に絵を描いたり折り

紙や画用紙で作品を作ったりしながら、お互いの近況やおしやれのことなどを話して、盛り上がっ

ていました。交流の場である地域福祉部のお部屋はこれまでに作ってきた季節感あふれるかわいら

しい作品が多数飾られ、とても賑やかです。

作品をつ<らない人も散歩のついで|こ顔を出し、お笑い芸人さんにもまけないユーモアでみんな

を笑わせ、この日の折り鶴会は作業も笑いもたつぶりの楽しい時間となりました。

ボランティア活動に関する情報、ご意見、
ご感想、お問い合わせは、

「大刀洗田Tボランティアセンター」まで

TEと rθ 9イ2-77-4877 M)脅θ9イ2-77-イ 877

毎月第 3土曜日はllB5」、聖∃ゼフ園での

ナレーションサークル風のあ話し会です。

テーマソング「風のように」が流れ始めると、

ホールに集まった利用者のみなさんの表晴

が不□らぎました。今回は秋をテーマに「ぼ

たもち」が出て<る紙芝居や「十五夜のあ
用さまや子ウサギ」が登場する絵本の朗読

でホールが一つになり、童謡を交えながら

楽しそうに朗読するナレ風のメンバーと利

用者のみなさんが「紅葉」を大合唱し、全

員で秋を感じていました。
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